
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重
日
Ⅱ
 

Ⅰ
 
旺
 
"
 
旗
亡
 

。
 
岳
 

目 次 

1  テーマ設定の 理由                                                                                                                                             43 

Ⅱ 研究の仮説                                                                                                                                                             44 

皿 読書指導の今日的意義                                                                                                                               何 
W  読書指導の全体構想                                                                                                                                     45 45 

1  読書指導の場… -                                                                                                                                       45 45 

2  研究構想 図 ‥                                                                                                                                                   47 47 

V  国語教育と読書指導…‥                                                                                                                           48 48 

]  国語科における 読書指導                                                                                                                   48 
2  説明文の読解読書指導                                                                                                                         49 

Ⅲ 説明文のとらえ 方 …，                                                                                                                       49 49 

@2) 説明文教材の 指導の意義                                                                                                             49 

(3) 説明文を読む 意欲を高める 指導方法の工夫                                                             50 

Ⅵ 指導事例                                                                                                                                                                   5 Ⅰ 

1  単元 老 「ひなの はなし」                                                                                                 51 

2  単元の目標                                                                                                                                                 51 

3  教材について                                                                                                                                           51 

4  単元構成                                                                                                                                                       51 

5  単元の計画                                                                                                                                                 52 

6  第一次の授業メモ                                                                                                                               52 

7  指導の実際                                                                                                                                                 54 

8  第三次の授業メモ                                                                                                                                 57 
9  授業実践を終えて                                                                                                                               57 

W  研究の成果と 今後の課題                                                                                                                   59 
資 料                                                                                                                                                                         60 

浦添市立当山小学校教諭 

下 地 トミ 子 



読書意欲を高める 指導方法の工夫 

一 2 年国語教材「ひなの はなし」の指導を 通して 一 
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Ⅱ 研究の仮説 

説明文教材「ひなのはなし」の 指導において ，順序をおさえて 育ち方を読み 取る読解指導から ， 

他 の鳥や動物の 育ち方と比べて 読む読書指導へ 繋げる単元構成をすることによって ， 進んで本を 

読もうとする 意欲を高めることができるであ ろう。 

Ⅲ 読書指導の今日的意義 

]. 社会の変化と 教育の課題 

今回の新指導要領の 改訂の背景として ，近年の科学技術の 進歩と経済の 発展が教育白書の 中で 

報告されている。 改訂の重点としては ， 

!1l 情報化に対応する 能力の育成， @2) 生涯教育，㈲ 自己教育力，の 三点が」 : げられている。 

これから，ますます 進歩してけくであ ろう科学技術，それに 伴って変化する 社会の様相に ，主体 

的に対応する 能力の育成が 求められ，同時に ，従来と違った 学校教育の役割も 求められている。 

次に，各項目について ，読書とのかかわりで 述べてみたい。 

Ⅲ 情報化に対応するための 読書指導 

情報化社会に 対 G すると言う場合，一般的には 情報機器の利用を 指し読書指導の 場に置い 

ても，機器利用における 図書館の資料の 検索・活用等の 面からとらえられがちであ る。 先の新 

指導要領では ，国語科改善の 基本方針の中で ， 特に，情報化などの 社会の変化に 対応するため ， 

「目的や，意図に 応じて，適切に 表現する能力」と ， 「相手の立場や 考えを的確に 理解する能 

力を養 い ，思考力や創造力及び ，言語感覚を 育てるようにする。 」等が述べられ 国語教育の在 

り 方を方向づけている。 

複雑な社会の 変化に伴 い ， 目的や意図に 応じて，必要な 知識や情報を 選択していく 能力を養 

お う とする時，特に ， " 読書活動 " は欠かせないものだと 考える。 見聞きする体験による 知識 

や情報の吸収も 必要不可欠なことではあ るが，それには ，時間的，空間的屋の 問題が伴 う 。 

時間的ロスを 防ぎ ， 居ながらにして ，必要とすることの 全貌を， しかも短期間で 理解し吸収す 

るには，それらに 関する書物に 頼ることが手っ 取り早く， しかも確実であ る。 

このことから ，情報化社会に 対応する方法としての 読書指導の必要性があ ると い えよ う 。 

(2) 生涯教育と学校教育 

これまでの学歴主義を 是正する意味から ，文部省は， これまでの学校役割の 在り方を方向変 

換しょうとする 形で，生涯教育を 打ち出している。 

その理由の一つに ， 

① 所得水準の向上， 自由時間の増大などによる 需要の多川北 

② 科学技術の進歩や 産業構造の変化に 伴 う 需要の増加 

などを挙げている。 

生涯学習における 学校の役割としては ， " 人々の生涯学習の 基礎を培 う こと " を位置づけて 

いる。 小学校教育は ，学習の全ての 基礎を培 う 場であ り，更に，国語科は 全ての教科の 基礎で 

あ る。 このことを考え 合わせた 時 ，国語科における " 読み " の学習を登底し ，理解 力 を育てて 

い かなければならない。 そして，国語科における " 読み " の発展としての 読書活動を育てるこ 

とは生涯の基礎になるものとして ，十分な指導の 必要があ る。 
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(3) 自己教育力と 読書 

「自己教育力」とは ，生涯にわたる 学習の基礎を 培 う という観点、 に立って ， 自ら学ぶ目標を 

定め，何を，どのように 学ぶかという 主体的学習の 万法を習得させるものであ る。 また，学ぶ 

ことの意欲を 育て，学ぶことの 楽しさや，成就感を 体験させるもので ，自己の生き 方を探究し 

ていこ う ともするものであ る。 

一方，読書は ， 子ども一人ひとりの 心に ， 豊かさを与え ， 心を奮い立たせ ，新しい生命力を 

与え，積極的な 自己教育力を 育てるものであ る。 読むという行為を 通して，視覚，聴覚，その 

他の五感の働きを 誘発し，イメージの 世界を作りあ げる。 

人は，読書することによって ， 書かれていることを 追体験し初めて 出会う新しい 世界を発 

見しているのであ る。 この，イメージの 世界での活動が ，人間性を育て ，人間形成をもたらす 

のであ る。 このような，作用を 及ぼす読書及び 読書指導は，生涯教育のべ ー スであ ると同時に ， 

一人ひとりの 心の世界を耕し 続ける自己教育力としての 役割を果たすものであ る。 

W  読書指導の全体構想、 

1. 読書指導の場 

読書指導とは ，豊かな読書経験を 得させる事によって 人間形成を進め ， 更に，そのための 援助 

をすることであ る。 「読み」の行為としての 読書活動は，児童一人ひとりの 興味，能力，適性な 

どに応じて，主体的であ ると共に，個性的な 性格を持っものであ る。 基礎学力の向上，課題解決 

による探究心や 知識を向上させ ，価値体系の 習得によって ，人生観，世界観等，豊かな 心を持つ 

人間性等を形成することができる。 C ぅ した読書活動による 人間形成は，各教科，道徳，特別 活 

動 ，その他の指導の 場と機会において 展開されなければならない。 学校教育における 全体計画の 

もとに，計画的，組織的に 実施されることが 必要であ る。 それらの関係をまとめたのが ，次の図 

であ る。 
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読書意欲を高める 指導方法の工夫 
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      ( ァ ) 国語科・・・ 教科学習としての 形 G を保ちながら ，その中で読書能力を 養 う 

  ための見本的指導内容を 系統的に取り 上げそ   いく 
( 川社会科‥・・ 学習内容を理解し。 整理し，概念化していく 過程を支える。 

    ( ゥ ) 算数科・・・ 分析的，反省的に 読み，文章の 理論関係を的確に 捕らえる読み、 
・ 同理科・・・ 科学的知識・ 科学的思考，科学的態度や 情報を活用する 能ガを 

養う。 
@  ㈲音楽科・・・より 楽しく。 より深く聴き ，表現するための 補助的活動 
@  @  図工科・・・ 造形活動のそれぞれの 中で，表現をより 深めていく支えとなる 
  もの 

( ク @ 家庭科・・・ 家庭生活，社会生活への 創意工夫として 働くもの   

  ・道徳的価値感を 持っ資料として 活用される               

程 
          ・自主的，実践的な 態度を育てる 読書活動           

お 
          09 才 旨導                                                                                                     

け 

  

  

① 学級の読書生活に 係わる話し合い 活動と実践 
② 係 活動を活発にするための 図書資料の利用 
③ 学級文庫の利用に 関する話し合いと 実践 

  

      ( キ ) 体育科・・・ルールを 覚えたり技術を 獲得するための 活動 

④ 学級の集会活動を 豊かに，活発にするための 資料の利用   

( ィ ) 児童 会 活動・                 全校児竜の読書活動に 係わる話し合いや 仕事の分担 処         
    埋 に関する活動 

          ・全校児童の 読書活動を高める 委員会活動     

( 引 クラブ活動・・ ， ;, クラブ活動を 活発にし，充実させるための 活動 

・ し 

    

匡 ) 学校行事・・             ・全校児童の 読書活動に関する 興味・関心を 高める 読           
        菩の意欲づけ 

          ・読書活動を 直接の対象とする 活動 

      ， ねら い の充実や発展にっながる 読書活動     

㈲ゆとりの時間・・・ ; 豊かな読書生活の 実施     

のお 育 悔 Ⅱ 木み 時間及び・             読書の個人指導，読書相談の 実施 

放課後       

* 「小・中における 読書活動とその 指導」文部省 
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2. 学校教育目標に 照らし合わせた 研究構想 図 

本校教育目標 

  緑 豊かな学校作りを 進める中で，情操豊かで 平和を愛し，心身ともに 健康で，創造力，実践 

力 のあ るたくましい 人間を育成する。 

(1@  じょう ぶ な手 (2) なかよくできる 子 

(3@  よく考える 子 (4) やりぬく 子 
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冬 草・年 の 指 導 の 重 点 目 標 

  

  1 年   
2 年   3 年 @  4 年   5 年   6 年   

  

物を楽しんで 物を進んで 読 読み物を読も を広げるよ う て， 考えを凍 物を選んで 読 
読も う とする も う とする 意 ぅ とする態度 にするけ めるよ う にす む習慣を つ げ   る 。 る 。 

  

教 科 道 徳 特 別 活 動 教育課程外の 活動 

・図書館の本を ・いろいろな   
学級活動 学校行事 

  ・自由読書，読み 

学習に役立て 図書資料を ・図書館利用 指 ・読書月間 聞かせ，調べ 読 

ることができ 通して， 豊 導 資料により， 行事に進 み 活動，読書会 
るよう にする かな心を育 望ましい知識， んで参加 などを行 う 。 

・易しい読み 物 てるよ う に 技能，態度を する。 ・毎週，読書の 日 
を 進んで読も する。 身につけるよ ・各種行事 を 設定する。 
ぅ とする意欲 う にする。 に 図書館 ・読書相談を 行 う 
を春 ぅ 。 の 資料を 

生かす。 

    

教師の目指す 子ども 像 

進んで易しい 読み物を読も う とする意欲を 高め，読書を 学習や生活に 役立てることのできる 子 

  

    

Ⅹ 二年生国語・ 説明文教材「ひなの はなし」の指導を 通して，目標にせまる。 
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2. 説明文の読解・ 読書指導 

Ⅲ 説明文のとらえ 方 

① 説明文の種類 

説明的文章は ，あ る事柄について ，知りたいという 読み手の要求に 応えるために ，知識 や 

情報を伝達提供する 目的をもって 書かれたものであ る。 教材として取り 上げられている 説明 

文には，大別して ，次の二つがあ げられる。 

( ァ ) 実用的説明文                   直接生活に役立てるために 書かれたもの 

記録文，報告文，実用的な 説明・解説 (00 の作り方， 00 の使 い 方等 ) 

( ィ @ 科学的説明文                   科学的な興味や 関心を持たせ ，それに応えることを 狙いとして書か 

れたもの。 

② 説明文の読み 方 

記録文，報告文，報道文，論説文などの 説明文の読み 方は ， 味わって読む 文学ものの「 読 

み 」と違って，そこに 何が書かれているのか ，主張は何なのか 等の要点や要旨，論旨を 読み 

取って い く読み方であ る。 つまり，筆者の 意図，批判，主張はどのへんにあ るかをつかみ 取 

とって い く読みであ る。 文学がイメージをつかみ ，全体を想像し 感性を豊かにしていくた 

めに読むのと 違って，説明文の 読みは，化学的，論理的にものごとを 考え，そこから ，より 

確かな知識や 情報を得，それをまとめあ げて い く力を育てる 読みであ る。 

③ 知的興味と知る 喜び 

電話や物語などの ，味わい，楽しんで 読む文学的文章と 違って，知識や 情報について 書か 

れた文章は，どちらかといえば 理屈っぽい，親しみのない 書きぶりとして 一般的に敬遠され 

がちであ る。 しかしながら ，子どもは，元々 ， 知りたがりやであ る。 書かれている 内容につ 

いて「なぜだろう ? 」 「何だろう ? 」 「ふしぎだ ! 」 「 00 についてもっと 知りた い 」など 

という好奇心や 探究心を引き 出すような学習の 在り方を工夫することによって ，知的好奇心 

が刺激され，満足を 得ることによって ，説明文の学習を 通して知る喜びを 味わうことができ 

るであ ろう。 

② 説明文教材の 旨導の意義 

現場では， 「近頃 の子供は，文章を 読んでも，書いてあ ることの意味がわからない。 簡単な 

算数の文章題などが ，読んだだけでは 解決できない。 理科の実験，観察の 要領や，社会科の 内 

容も読んだだけではつかめない。 」という声が 多くなってきた。 

童話や物語なら ，さほど困難を 感じないで読めるのに ， 教 9 市からみれば ，なぜこれくらいの 

文章が ，と 思われるごく 簡単な文章でさえ ，内容の把握がうまくできないというのは ，一体ど   

こに原因があ るのだろうか。 

理科や，社会の 文章あ るいは算数の 文章問題は，たいてい ，あ る事象や事態についての 知識 

情報を知らせたり ，読み手に何らかの 指示を与えたりするものであ る。 童話や物語の 様に ，人 

物の行為，行動を 順序だてて味わい 深く書いてあ る文章とは異なり ，どことなく 味気なく， そ 

つけない感を 与える。 

しかしながら ，教科の学習の 基礎・基本を 養 う 国語科では，そうした 文章の読み取りをも 身 
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につけさせる 必要があ る。 

子 ともの，未知のものを 知ろ う とする心を育てる 為にも，書かれている 内容についての 好奇 

心 ，探究心を刺激し ，誘発する意味からも 指導の意義は 大きい。 また，教科書教材としての 説 

明文は，おおむね 読解指導を狙いとし ，言語事項の 指導に重点が 置かれがちであ るが・最近で 

は， 

① 読書に対する 興味関心を育てる。 

③ 情報処理の能力をつける。 

③ 読むことによって・ 考えを深める。 

ことを指導の 重点に，説明文で ，読書指導をすることの 重要性が叫ばれるようになってきている。 

曲 説明文を読む 意欲を高める 指導方法の工夫 

どんなに優れた 文章でも，それを 学ぶ子供の側に ，興味や関心がないと ，本当の読みの 意欲 

がわかないのは 当然と い えるだろう。 このことは，読み 手の読みの能力や 経験等とも深く 関係 

があ る。 読みの意欲を 高めるためには ，次の点 、 に 留意しっ っ 指導を進める   必要があ る。 

① 知る喜びを大切にする 

初めてわかったこと ，知っていたこと ，疑問に思ったこと ，もっと知りたいこと 等を大切 

にし，自分の 問題を強く意識させる。 

② 課題を解決する 喜びを大切にする 

文章に根拠を 求め ， 「できた」， 「わかった」という 喜びを体験させる。 

③ 生活経験と結びつけて 読む 

説明文で取り 上げられている 内容は，身近なものを 題材にしながら ，見落としたりあ まり 

知られていない 面を紹介しているものが 多い。 発見の喜びを 与えることによって 興味関心を 

育てていくようにする。 

の 正確に読み取るために 作業を細む 

サイドラインを 引いたり，絵を 描いたり，動作化したり ，試写する等の 具体的な活動を 取 

り入れること fc よって内容の 読みをより確かなものにしていく。 

⑤ 発展的な学習内容を 組む 

学習したことの 発展として，調べたことを 基に文型の練習をしたり ，同じような 話題， 構 

成で ，自分なりに 説明文を書いたり ，絵本や紙芝居作りをする。 
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W  指導事例 
]  単元仁 「ひなの はなし」 

2  単元の目標 

田 順序を表している 言葉に気をつけて ，ひなの育っ 様子を読み取ることが 出来るようにする 

に 2) 鳥や動物のことが 書かれている 本を読み ， 育ち方の違いについて 探究しようとする 態度を育 

てる。 

3  教材について 

この教材 は ，知識・情報を 読む系列の説明文であ る。 中心教材は ， 二つの説明文から 成って な 

り， Ⅲつばめく晩成性のひな ノ (2) ひよこく早成   桂 のひな ノ で構成されている。 

この二つの中心教材によって ， 「時間的な順序を 表す言葉に気をつけて」正しく 読むことを 学 

習し ，学習を通して ， 概知 のことを確かめ・ 未知のことを 知る喜びを味わうようにする。 

関連教材として ， 「たくさん 本を 読も う 」では，中心教材に 基づいた読書指導が 設定されて 

いる。 更に，言語学習として ， 「文のくみ立て」も 含まれている。 

こうした一連の 指導の中で，理解 力 を高め，読書意欲を 高める学習の 展開が行われるように 構 

成されている。 

4  単元構成 

七
 
"
 
Ⅱ
 
%
   

  

｜解 

  
下亡 

室田 

    第一次 
読みの過程 ( 基本読みの能力をつける 過程 ) 

① 時間的な順序に 気をつけて読む 

② 文章の叙述に 即して正しく 読み取る 

( 例 ) く 若葉が 青々と しげるころ ノ 

く 子どもの のびの さきぐらいの 大きさ ノ 

第 二 次 

読みの過程 ( 基本読みの力を 適応させる過程 ) 

① 比較して読ませ ，育ち方にもいろいろ 違いがあ る 

ことに気づく。 

  ② 学習したことをワークシートにまとめる。 
第 三 次 

読書へ発展させる 過程 ( 読みとったことを 再構成する過程 ) 

① 育ち方に，興味を 持たせて，他の 鳥や動物の育ち 方 

について，調べてみようという 意欲を起こさせる。 

② 楽しく読書の 記録がとれるようにする。 

  ③ 絵本や紙芝居にして ，みんなに紹介する。 
第 四 次 

文 のくみ立て ( 言葉の 力 をつける過程 ) 

  
・
個
別
指
導
 

 
 

用
レ
 

活
 
P
 

プ
 

の
 
H
 

一
 

器
 
O
 

テ
 

機
 

  一 ダー   
学習の雰囲気 

作り 

・壁面発表 

・本の収集 
・ワークシー 

トの工夫 
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5  単元の計画 

第一次・ ① いろいろなひなについて 考え，発表する。 ( 1 時Ⅰ 
全文を通読し ，学習の計画を 立てる。 (2 時 ) 

② 「 っ ばめ」を読んで ，大体の内容を 理解し ， 詳しく読むための 学習計画を 

立てる。 C3 時 ) 

③ かえったばかりのひなの 様子や，親鳥の 世話の仕方を 理解する。 

(4 時 ) 

の ひなのえさの 食べ方，成長の 仕方，親鳥の 世話の仕方を 理解する。 

(5 時～ 6 時 ) 

⑥ ひな の，成長から 巣立ちまでを f 里 解する。 (7 時～ 8 時 ) 

第二次・・・⑥ 「ひよこ」の 全文を通読して ， 「 っ ばめ」で学習したことを 応用して学習 

計画を立てるようにする。 (9 時 ) 

の かえったばかりのひよこの 様子をつばめのひなと 比べて，理解する。 

nlC@ 時 ～ Ul 時 ) 

⑧ ひよこの育ち 方や親鳥の世話の 仕方を ，っば めと比べて，理解する。 

(12 時～ 13 時 ) 

第三． タ ・         鳥や動物のことが 菩 いてあ る本を読む。 (14 時～ 15 時 ) 本時 

⑩ 読んだ本を基に ，紙芝居や絵本作りをする。 (16 時～ 17 時 ) 

⑪ 自分の作品を 発表する。 (18 時～ 19 時 ) 

第四次・       それぞれの言葉の 働きを理解し ， 文を作る。 C20 時～ 21 時 ) 

6  第一次の計画と 授業メモ 

単元老 :  四 ひなの はなし   四 ひなのはなし 

単 Ⅲ っばめ 

  元 仁 2@  ひよ こ 

構 (3) いろいろな本を 読 

標 0 っじ串ド乏比 巽ニ 説黎 亡室百官 婁 三ア ち 方の違いに 成 も， っ 

課 
(4) 文の組み立て 

ヒ日 J Ⅱ 導 l@ エネ 牛 土 「 

時 教 材 指 導 内 容 留 意 事 項 実施日 授 業 メ モ 

ひな の   いろいろなひなに ・ 大 きさ， 色 ， 羽 ， 餌   児童の実態が 十分 

はなし っいて考え，発表す の食べ方，親鳥の 世話 に 把握されていない 

1  全文 6O の 仕方，雛の育ち 方等 ことにより，内容が 

  「ひなのはなし」の について発表させる。 6 末梢化に終わった。 
  全文を通読し ， 学 ・分かったこと ， もっ /    全体的に，時間内 

習の計画を立てるこ と知りたがことを 中心 8 で 書き上げようとす 

2 とができる。 に 文章の組み立てに 基 る 力がまだ身にっ ぃ 

づいて，順に 読み進め ていないようだ。 

ていく計画をさせる。 
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3 

4 

  

5 

  

6 

7 

  

8 

  

          

っばめ Ⅲ っば めを読んで， 

書いてあ ることの大 

体を理解し ， 詳しく 

読むための学習計画 

を立てることができ 

る。 

Ⅲ かえったばかりの 

雛の様子。 
(2l 餌の食べ方，親鳥 

の世話の仕方，成長 

の様子。 
@3l 巣立ち 
等について，順に 詳 

しく読み進めていく 

ことを計画させる。 

6
 

業
も
 

 
 つ
た
っ
 

と
い
 か
 

び
て
 掛
 

つ
っ
が
 

一
恵
 間
 

に
時
 

  を
が
 

時
間
 
必
要
 

く
る
 

書
取
 
り
 

む
ぷ
 

読
つ
 る
 

た
 
る
 

 
 /

 
9
 

っばめ   かえったばかりの 

ひなの様子や 親鳥の 

世話の仕方を 理解す 
ることができる。 

  言葉を押さえて ， 

かえったばかりのひ 

なの様子や，親鳥の 
世話の仕方を 読み取 

らせる。 

6 

/ 

Ⅰ 4 

・「目も耳も」の 表記 
から，活発 ム 発表が 

あ り，親鳥がひなを 
温める訳も， 「赤は 

だか」と関連づけて 
読み取ることができ 

た   

つばめ i .  ひ なの餌の食べ 方 ， 
成長の仕方，親鳥の 
世話の仕方を 理解す 
ることができる。 

 
 

  ひ なの餌の食べ 方 ， 

親鳥の世話の 仕方， 
ひなの育ち方が ，言 
葉を押さえて 発表で 
きる様にさせる。 

    

    

    

表
 

 
 様
 ぇ
す
 

の
さ
に
 

ち
 神
様
 

立
な
 ろ
 

巣
葉
き
 

言
で
 

 
 

集
 る
 

ら
す
 

 
 成
 を
き
 

の
で
で
 

な
 
さ
 が
 

ひ
ち
と
 

立
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め
 
ま
 
｜
 
つ
 

G 

/ 

15 

  

第
二
次
「
ひ
よ
こ
」
に
つ
い
て
は
 

 
 
 
 

 
 
省
略
 

・「食いしんぼ ぅ 」と 
いう言葉が，ひなの 

数 (5, 6 わ ) と ， 
何 十回」という 言葉と 

関連づけて読み 取る 
事ができた。 
  「かわるがわる」を ， 

ひなを守る親の 気持 
ちや態度と結び 付け 
て理解する事ができ 
た   

  餌を口の奥深く 突 
っ 込む訳を ， 歯が生 

えていない等と ， ィ 

メージを膨らませた 
りしている。 

・ 「つばめ」 ( 内田康 
夫 著 ) の関連ぺ ー ジ 

な 示す事により ，子 
ども達の興味を 集め 
る事ができた。 同時 
に，教科書の 記述の 

補説の効果及び ，イ 
メージの強化と 理解 
の手助け等を 図るこ 
とができた。 
  必要冊数が揃え ろ 

れる事によって ，学 
習の効果と読書への 

関連を一層図る 事が 
出来るのではないだ 
ろうか。 
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7  指導の実際 

山 本時の学習・・・「いろいろな 本を読もう」 

@2@ 学習計画・・・・ 第三次・・・⑨ ( 本時券 ～ 芽時 )   
!3) 児童の実態 

本学級の児童の 一年時の読書傾向を ，図書館利用カードで 見る限りにおいては ，男子は文学， 

非文学とともに ，バランス良く 読んでいる子が 多いが，女子は ，文学作品が 圧倒的であ る。 

2 学年になり，この 単元に入ってからの 読書傾向は，男女ともに ，文学に偏りを 見せている。 

国語学習における 音読と善くことの 能力は， 6 月の時期的な 面から見ると ，やや 力 不足の感 

を 拭えない。 運動会という 大きな学校行事を 数週間後に控え ，学習になかなか 身が入らないこ 

とに加え，学級担任が ， 入れ代わり指導するという 問題も災いし ，かなり，騒然とした 学級の 

状態であ る。 全体的な男女の 傾向として，男子は 活発だが，女子はかなりおとなし い 。 

教材との関連では ， 

「ひなの はなし」の学習を 一次，二次と 経過するに従って ，家庭で飼育している 小鳥や身近 

で体験した鳥のことについて 報告が増え，学級全体に 鳥に対する興味・ 関心も高まりを 見せて 

いる。 家庭から，鳥の 図鑑を持ち寄ったり ，市立移動図書館の「としょ 丸 」から鳥の本を 昆つ 

けて借りたりするなど ，本への反応を 示す子も次第に 増えてきている。 また教師の提示した 手 

作り本に刺激を 受け ， 殆どの子が本作りをとても 楽しみにしている。 

(4) 本町設定の理由 

子供たちは，身近に   烏を見る機会は 多いが，ひなの 育ち方に違いがあ ることは，あ まり理解 

していない。 「ひなの はなし」の教材文を 学習することにより ，晩成性の っば めや早成性の 

ひよこのそれぞれの 特徴に気づき ，驚きと発見の 喜びを覚えるであ ろう。 

教材 文 では，その様子や 写真や，挿絵で 内容を補説しているが ，生まれたばかりの っば めが 

赤 はだかであ る様子や ， 生まれたばかりのひよこの 羽が濡れている 様子などについては 十分補 

説されているとはいえない。 そこで，読解指導の 段階から，教材以覚の 図書を利用することに 

より，教材文の 理解を一層助け ， 更に，図書への 関心を向ける 様に留意する 必要があ る。 そ う 

することにより ，他の鳥や動物についても 調べてみようとする 意欲を育て，必然的に 本を手に 

取ろうとする 態度を育てることになると 考えた。 また，読むことだけに 留まらず，読書記録の 

初歩的な扱いとして ，読んだ本を 絵本に再構成することを 組み入れた。 そのことにより ，読書 

への興味を維持し 読書経験の累積にも 繋がることを 期待した。 

@5) 本 時の目標 

「ひなの はなし」で学習した 育ち方の順序を 読み取る力を 応用して，鳥や 動物について 書 

かれている本を 読み，ワークシートにまとめる。 
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(6) 不時の学習展開 例 

点
や
 

 
 

  

の
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導
入
 

「ど う ぶっのあ か 育ち方の違いに 気付か 

ちゃん」の話を 聞 せる。 

いて育ち方につい 

て話し合う。 

2, 調べてみたい 鳥 

や動物について 発 

る
 
せ
 
さ
 
表
 

  

展
 

  3. 本をさがす。   ・学級文庫にあ る中から 
る
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目 Ⅱ ノ ⅡⅢⅡ 

く 読み進める視点 ノ 

・大きさ 

・日や 耳 

・生まれたばかりの 

様子 

・育っ順序 

・巣立ちの様子等。 

  大事なところには 栗を 

はさむようにする。 

  児童の活動及び 反応   
    

「もずは， ヵッコウ のひなを育て 

るの， ? 」 

「 親 ， 島 より大きいなぁ ! 」 

等という反応が 聞こえる。 

② ， ③ 

殆どの子が「 鳥 」の本を手に 取る。 

犬 ， 馬 等の希望をした 子は，準備 

された本では 対応出来ないため ， 

他の動物や鳥の 木に変更した。 

①「たまごの 中のひよこが 書いてあ 

るよ。 」 

「先生，メジロもっ ば めと同じよ 

うに生まれたすぐは ， 目があ いて 

いないよ。 

「先生，ヤンバルタ イナ はひよこと 

同じ様に生まれてすぐ 歩けるんだ ! 
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・上記の内容を 押さえて 

人事な所をまとめさせ 

る 

・項目に沿った 記述が見 

つけられない 子には， 

アドバイスをする。 

・本の名前は ， 必ず記入 

させる。   

  

・紙芝居や絵本作りをす 

ることを矢口らせる。 

「ここにも教科書と 同じように赤 

はだかって書いてあ るよ。 」 

ここかしこで ，発見の声が 聞こえ 

てくる。 

ワークシートの に って 

書き進めている。 

書きながらも ，新しい発見があ る 

と教師を呼んだり ，教師が ， 近く 

に来た時に ， 嬉しそうに報告して 

いる。 

「どこを書けばいがの ? 」と助け 

を 求めてくる子には ，本文を呼ん 

で聞かせたり ，必要箇所を 示した 

りすると安心し。 納得して作業を 

進めている。 

「僕は，紙芝居」 「私は， 1 枚絵 

本」 「僕たち・バルーブで 作って 

いい ? 」等と ， 早くも絵本作りに 

意欲を見せている。 

Ⅹ 評価項目 

ァ 読書に対する 興味と関心を 深め ，鳥や， 他の動物のことを 書いてあ る本を読むことがで 

きたか。 

ィ これまでの学習した 力を応用して ，楽しく読書できたか。 
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8  第三次・ 読吾 指導 ( ⑳ 、 ⑪ ) の授業メモ 

  
時 

Ⅰ 6 

  

19 

教材 指 導 内 容 留 意 事 項 

いろ ぃ ・読んだ本を 基に，絵本・ ひ なの育っ順序を 押さ 

ろな鳥 や紙芝居を作ることが えた絵本作りをさせる。 

や 動物 出来る。 

0 本 
・作業能力に 応じた絵本 

作りを考えさせ ，個人 
または， グループで 作 

業を進めさせる。 

川偶絵 ・作った作品を 基にして，・ 発表の方法や ，役割分 

本 l 
発表することができる。 担について話し 合わせ 

る 。 

・聞き手によくわかる 様 

に 発表する工夫をさせる。 

期日 @  授業メ モ   

・絵本作りを 通して， 育 
て 方を再確認したり ， 

学習した内容 と 同じこ 

とや，違うことの 発見 

さして喜びをあ らわし 
7  ている。 

・文章については ， 自分 

/  の 言葉にして書き 表し 
ている子が多い。 

  ，一枚絵本の 希望者が多 

く ，紙芝居は以外に 少 
ない。 背 とじ本の希望 
が 一組 

・どの子も発表に 意欲を 

見せ，友達の 発表も熱 
心 に聞いている。 

  

以下 第四次まで省略 
  

9  授業実践を終えて 

Ⅲ 反省と考察 

① 発問が，十分吟味された「 っ ばめ」の読解指導の 段階では，内容を 押さえたり，学習活動 

を 活発にするなどの 面で，かなり 効果をあ げることができたが ， 本 時では，その 点の詰めの 

甘さを感じた。 

② 読解指導の段階から ，同内容の図書を 適所で扱うことにより ，本への興味・ 関心を育てる 

ことができた。 

③ 「カッコー」や「動物の 赤ちゃん」の 読み聞かせによって ，学習したことと 比較すること 

により，育ち 方への関心を 高め ， 早く本を読んでみたいという 雰囲気が盛り 上がった。 

① 読み聞かせの 本の選定にも 十分に時間をかけ ，ねら い に沿った過書の 発掘に心掛ける 必要 

があ る。 

⑥ 今回，司書の 協力を得て，吾一人ひとりに 対応できる必要冊数を 準備することができたこ 

とも学習した 内容を読書へ 発展させる効果を 高めた。 

⑥ 学習内容を読書へ 発展させるには ，何よりも学校図書館の 蔵 書が，対応できることであ る。 

図書館司書とタイアップした 図書の充実に 努める必要があ る。 

の どの子も絵本作りを 楽しみ、 自分の作業能力にあ れせた 作 9 。 を作ることができた。 

作業の早 い 子は ニ ・三冊も仕上げたりしている。 

  ⑧ 子ども一人ひとりの 能力を十分に 生かし，学習を 活性化させるためには ，学級の実態をよ 

く把握しておくことが 大切であ る。 

⑨ 学習をより活発 rc し ，学習のねらいを 十分浸透させるためには ，早期に学習態度のしっ け 

( 話の聞き方，発表の 仕方等 ) を指導すべきであ る。 

⑩ 発問の内容や ，タイミングをきめ 細かに煮詰めることが 最も大事であ る。 

⑪ 作業に当たっては ，考える視点をきちんと 押さえた指示が 必要であ る。 
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W  研究の成果と 今後の課題 

同語科の説明文の 指導を通して ， 「読書意欲を 育てる指導の 方法の工夫」について ，研究を進 

めてきたが，説明文指導と 読書指導の二本立で 行う形となり ，時には，思考が 混乱してし 

まいそうであ った。 実践を重ね，学習に 必要な資料を 作成していく 中で，それぞれの 性格を明確 

に 把握することができたこと ， OHPY や レコーダ一等の 機器の活用を 図ったことは ，今回の研 

究の成果であ るといえよう。 

わずか， 凹 か月の研究期間で ，通算 14 時間の授業実践を 行うことは，かなりハードな 日程であ 

ったが，実践授業をやり 終えた時は ， 何とも言えぬ 満足感が湧き 上がってきた。 実践の全体を 振 

り 返ると，研究の 成果として，次の 様な子どもの 変容をみることができた。 

1. 第一次の説明文 ( 読解 ) 指導の段階では ，ねらいに沿って ，学習計画を 立てたり，時間的な 

順序を表した 言葉に気をつけて ，育ち方を読み 取ったりすることができた。 

2.  . . . も・・・も，などの 言葉を押さえることによって 書かれていない 内容についても 々 メ 

一ジを 広げたりすることができた。 

3. いろいろな本を 読むことによって ，学習した内容を 確認したり，育ち 方を比較したりして 新 

し い 発見をする中で ，読書を楽しむことができた。 

4. 絵本作りを通して ，更に多くの 本を読も う とする意欲を 高めることができた。 

今後の課題としては ， 

1  教育課程の中での 読書指導の総合的，有機的な 年間計画の作成 

2  教科指導と図書館利用の 関連の工夫 

3  学習に対応できる 関連 図 吉の検討 

などがあ げられる。 これらの実践を 通して，課題の 解決を図るとともに ，今回の研究を 更に深め 

発展させていきたい。 

Ⅹ 参考文献 

石田 佐久馬 拙著 説明文の読解・ 読書指導 東洋館出版社 

小松 善之助 楽しく 力 のつく説明文の 指導 明治図書 

坂本 一 郎 池編 新読書指導事典 第一法規 

野路 網 家 地 編 読書指導実践事例集 第一法規 

文部省 読書活動とその 指導 大ロ 本 図書 

熱海 別 人 監修 図書館利用指導と 読書指導 ぎょうせい 

科学のアルバムシリーズ あ かね書房 
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(2) 子どもの作品例 ( 紙芝居 ) 

Ⅲ 表 紙 (2) 卵をあ たためる 親 ・ 鳥 (3) ひ なの誕生 

                  ダ 

      
    イ一   

  

㈱ えさをさがす (5l 巣立ち i6) 仲間とくら す 

  
  

        

㈱ 学習風景 

① 第一次の学習 

② 本 時の学習 ( 楽しく読書する ) ④ 作品発表 
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